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ン
グ
し（
③
）、
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る（
④
）。

中
国
に
お
け
る
「
関
係
の
質
」

中
国
で
研
修
を
行
っ
て
間
も
な
い
こ

ろ
、「
日
本
と
比
べ
て
、
研
修
が
盛
り

上
が
り
に
く
い
」と
感
じ
て
い
た
。
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組

む
が
、
肝
心
な
「
そ
こ
で
得
た
気
づ
き

か
ら
、
自
社
や
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
」

と
い
う
場
面
の
議
論
が
深
ま
ら
な
い
。

何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
？ 

試
行
錯
誤

を
行
う
中
で
、
だ
ん
だ
ん
原
因
が
見
え

て
き
た
。
日
本
や
欧
米
で
開
発
さ
れ
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
ほ
ど
の
モ
デ

ル
の
①「
関
係
の
質
」
よ
り
も
②「
思
考

の
質
」
に
重
点
を
置
い
て
設
計
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
人
の
場
合
、

同
じ
会
社
の
人
は
関
係
性
が
す
ぐ
に
で

き
る
し
、
欧
米
人
は
い
き
な
り
論
理
的

な
話
に
な
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
中
国

人
の
場
合
に
は
、
①
を
し
っ
か
り
高
め

な
い
と
②
③
に
は
進
み
に
く
い
よ
う
だ
。

取
り
引
き
の
前
に
酒
を
飲
ん
で
腹
の
底

を
見
せ
合
う
よ
う
に
、
研
修
の
場
に
お

い
て
も
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
「
関
係
」
を

作
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

「
関
係
性
」
構
築
を
徹
底
的
に

そ
こ
で
、
当
社
で
は
、
長
期
研
修
の

開
始
前
に
、
参
加
者
全
員
と
講
師
が
一

「
関
係
の
質
」徹
底
向
上
が

研
修
効
果
を
高
め
る

英
必
諾
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管
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ィ
ニ
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イ
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成
功
循
環
モ
デ
ル

当
社
が
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

設
計
す
る
際
に
活
用
し
て
い
る
モ
デ
ル

の
一
つ
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
教
授
の
ダ
ニ
エ
ル

＝
キ
ム
氏
が
提
唱
す
る
「
成
功
循
環
モ

デ
ル
」が
あ
る
。 

こ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、

組
織
が
う
ま
く
い
く
と
き
は
、
下
図
の

よ
う
な
好
循
環
が
起
き
て
い
る
。
例
え

ば
、
チ
ー
ム
の
お
互
い
が
認
め
合
っ
て

い
る（
図
①
）と
、
対
話
か
ら
、
前
向
き

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ（
②
）、
ア
イ

デ
ア
を
実
行
す
る
新
た
な
挑
戦
や
、
助

け
合
う
行
動
が
起
き（
③
）、
業
績
も
向

上
し
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
の
関
係
が
良
く

な
る（
④
）と
い
う
具
合
だ
。

組
織
変
革
の
際
、
我
々
は
こ
の
循
環

が
起
こ
る
よ
う
刺
激
を
与
え
る
。
ま
ず

チ
ー
ム
の
対
話
を
起
こ
し（
①
）、
正
し

い
思
考
様
式
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
研

修
を
行
い（
②
）、
現
場
活
動
を
コ
ー
チ

経営的視点から、企業風土の変革や組
織・人材の強化、育成に取り組んでいる。
研修やワークショップ、オフサイトミーティ
ングの場を使い、組織・人材の潜在力を
Educe＝引き出して顕在化させる独自の
手法に強みを持つ。

人
と
組
織
の
力
を
高
め
る

﹃
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ラ
ボ
﹄	
�
   

対
一
で
面
談
す
る
時
間
を
と
っ
て
い
る
。

講
師
が
自
己
開
示
し
、
話
を
聞
き
、
一

人
ひ
と
り
と
「
関
係
の
質
」
を
高
め
る
。

ま
た
、
研
修
初
日
は 

参
加
者
同
士
が

し
っ
か
り
と
自
己
開
示
し
、
発
表
す
る

時
間
を
と
り
、
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
使
っ
て
対
話
を
促
進
す
る
。
日

本
の
研
修
で
は
30
分
で
済
む
自
己
紹
介

や
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
１
日
以
上
を
使

う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
一
見
、
効
率
が
悪
い

よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
自
社
課
題
の
議

論
、
シ
ビ
ア
な
自
己
内
省
と
い
っ
た「
思

考
の
質
」「
行
動
の
質
」
を
高
め
る
部
分

の
密
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
。「
関
係

性
の
質
」
を
ま
ず
徹
底
的
に
上
げ
る
こ

と
が
、
中
国
人
の
研
修
効
果
を
高
め
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
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